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田中 敦 先生

鉄は生物の酸素呼吸，特にミトコンドリアにおける酸化的リン酸化によ
るエネルギー生産の際に必須であり，またエネルギー生産のみならずDNA
の合成やヘムの生合成など様々な生反応においても，必須な元素である。
酸素とともに効率よくエネルギーを生産する鉄は，一方でその反応性から
フリーラジカルに代表される活性酸素種を発生させてしまう「酸化ストレ
ス発生の源」として，細胞成分であるタンパク質・脂質・核酸などに損傷
を与える。いわゆる両刃の剣として表現される鉄は，それゆえに生物が厳
密に制御しなくてはならない。
近年さまざまな疾患，特に進行性の変性疾患や老化，がん発生などにお
いて，ミトコンドリアの機能の低下や異常の蓄積が酸化ストレスを増悪さ
せるという，「ミトコンドリア異常を端緒とする発症メカニズム」がある
と捉えられるようになった。しかしながら，細胞内鉄代謝の変化や異常が，
鉄代謝の代表的な場であるミトコンドリアをどのように刺激し，またミト
コンドリア機能異常がどのように細胞内鉄代謝に影響を与えるかについて
は，詳細なメカニズムが明らかではない。私たちの研究室では現在，「ミ
トコンドリアがどのように細胞内の鉄代謝・鉄動態に応答しているか」に
ついて研究を進めている。本セミナーでは，これまでに明らかにしてきた
ミトコンドリアの構造変化（ダイナミクス）と機能変化（鉄代謝ストレス
応答），ミトコンドリア以外の細胞内小器官との連携による細胞内鉄動態
の恒常性維持への寄与について報告し，異常ミトコンドリア由来の酸化ス
トレスによる疾患の発症を防ぐ可能性について議論したい。

ミトコンドリアをハブとした
細胞内鉄動態の解析と疾患へのつながり
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